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【 レレヴァント レポート(関連報告書) Ⅳ 】 ～ 他県市町村の取組状況 ① ～

神奈川県横浜市

横浜市はシェアサイクル事業を積極的に推進し、現在1,027ポート（令和７年11月時

点）を展開しており、令和16年度までに1,414ポートの整備を目指している。また、異な

る事業者間での共同ポート化を進めている。ポートの設置にあたってはデータ分析に基

づく適正配置を検討している。

市内の自転車利用環境整備は長期計画に基づ

き進められ、駐輪場など日常利用への施策が中

心。国費を活用し自転車専用道路整備等も行っ

ている。

市営駐輪場は239カ所（令和７年12月時点）

で平均利用率100%と高いが、利用率の低い施

設は民間活用を模索している。放置自転車は回

収・返却・入札処分で対応している。

安全利用・マナー啓発は世代別に幅広く実施し、交通安全教室は市内で年間500回以

上実施しているが、中高生向けの自転車教室は年20校程度に限られるため、ルール

ブック等の配布やＳＮＳ、企業連携によるヘルメット着用啓発動画等のPRを展開。今後

も自転車事故の多い若年層をターゲットとした取組を進めていく。

自転車保険加入率調査は83%と高い。

【出典：北海道 政策科学研修 研修論文（要点再構成）】

【 レレヴァント レポート(関連報告書) Ⅴ 】 ～ 他県市町村の取組状況 ② ～

神奈川県茅ヶ崎市

茅ヶ崎市は、比較的平坦な市街地を有し、徒歩や自転車で日常の用事を済ませやすい

など利便性が高く、「人と人、人とまちの距離感がちょうどよい」ことが特徴である。市は

「自転車健康都市～いつまでも自転車に乗って楽しみ続けられるまち 茅ヶ崎～」を目指

し、自転車の活用を推進している。

自転車ネットワーク計画は、県と共同ではないが、情報共有しながら自転車走行環境

の整備を進めており、道路事業に付随した整備が中心となっている。

シェアサイクルは民間事業者が運営し、交通結節点を中心に展開。イベントや休日利用

が増えており、今後はポートの拡充を目指している。

公共交通との連携では「サイクル＆バスライド」を推進し、駅から離れた地域において、

自転車でアクセス可能なバス停付近に駐輪場を設置している。駐輪場は公益社団法人

茅ヶ崎市シルバー人材センターが指定管理者として管理し、再整備の検討も進む。

代表的な取組として、市民参加型の「自転車止ま

れステッカー大作戦」があり、小学3・4年生がデザイ

ンしたステッカーを、地域と連携して危険箇所に設

置している。交通安全教育は、市と茅ケ崎警察署、一

般財団法人茅ヶ崎地区交通安全協会が連携して事

業を実施している。高齢者向けには、電動アシスト自

転車貸出事業を一定期間実施するとともに、ヘル

メット着用や保険加入の啓発にも取り組んだ。

一定規模以上の開発事業には条例で駐輪

場設置を義務づけるとともに、自転車等放

置禁止区域の指定や啓発活動を通じて市民

意識を高めることで、放置自転車の減少に

つなげている。

県とは広域サイクルルート整備で情報共

有し、市の取組を補完している。

【出典：北海道 政策科学研修 研修論文（要点再構成）】
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